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ム化(Response adaptive randomization)が提案されている． 
慢性疾患の治療に対する試験では経時的に患者アウトカムを測定し，評価することが多い．例





















治療𝑖(𝑖 = 1, … , 𝐾, 𝐾 ≥ 2)群に𝑗(𝑗 = 1, … , 𝑛𝑖)番目に割り付けられた患者の時点𝑡(𝑡 = 0, … , 𝑇)にお
ける患者アウトカムを𝑦𝑖𝑗𝑡とする．試験終了時に，全患者の最終アウトカムの評価が完了した際，
各治療群における最終アウトカムのベースラインからの変化量を比較する．治療𝑖群に𝑗番目に割
り付けられた患者の最終アウトカム(𝑡 = 𝑇)のベースライン(𝑡 = 0)からの変化量を 
 







𝑝(𝜇𝑖 = 𝑚𝑎𝑥{𝜇1, … , 𝜇𝐾}|𝐷






付けられた患者の時点𝑡における患者アウトカム𝑦𝑖𝑗𝑡を線形混合モデル(Laird and Ware, 1982)を
用いて以下の様にモデル化する． 
 
𝑦𝑖𝑗𝑡 = 𝛼 + 𝑎𝑖𝑗 + (𝛽𝑖 + 𝑏𝑖𝑗) ∙ 𝑡 + 𝑒𝑖𝑗𝑡                                                                                                   
 
                               (
𝑎𝑖𝑗
𝑏𝑖𝑗
) ~𝑁(0, Σ) 
                                   𝑒𝑖𝑗𝑡~𝑁(0, σ𝑒
2) 












 𝑝(𝛽𝑖 = 𝑚𝑎𝑥{𝛽1, … , 𝛽𝐾}|𝐷
𝑙𝑜𝑛𝑔)𝑐
∑  𝑝(𝛽𝑘 = 𝑚𝑎𝑥{𝛽1, … , 𝛽𝐾}|𝐷𝑙𝑜𝑛𝑔)𝑐
𝐾
𝑘=1











𝐹𝑂  (𝐷𝐹𝑂) =
 𝑝(𝜇𝑖 = 𝑚𝑎𝑥{𝜇1, … , 𝜇𝐾}|𝐷
𝐹𝑂)𝑐
































論 文 目 録 
 
Ⅰ 主 論 文 
Bayesian response adaptive randomization using longitudinal outcomes. 
 
Tomoyoshi Hatayama, Satoshi Morita, Kentaro Sakamaki: Pharmaceutical statistics. Vol. 14, 
Issue 5, pages 369–376, 23 JUN 2015. 
DOI: 10.1002/pst.1695. 
 
Ⅱ 副 論 文 
なし 
Ⅲ 参 考 論 文 
なし 
 
